
＜農地・水・環境保全向上対策と連携して効果的な取組を実践している事例＞

○両対策により、うるおいのある農村景観形成に取り組む

１．集落協定の概要

市町村･協定名 滋賀県大津市伊香立生津町 生津町集落協定推進会
お お つ し い か だ ちなまづちよう なまづちようしゆうらくきようていすいしんかい

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
34.8 ha 水稲・大豆

交 付 金 額 個人配分 48 ％
584万円 共同取組活動 集落担当活動費 6 ％

52％ 体制、整備に向けた活動費 17 ％（ ）
鳥獣害対策水路農道管理費 19 ％
農用地維持管理活動費 10 ％

協定参加者 農業者 62人、農業組合 １、農業機械共同利用組合 １、土地改良区 １

２．取組に至る経緯

生津集落においては、平成11年にほ場整備が完了し、農業生産基盤を整備したが、農

道、水路の管理や鳥獣害対策電気柵の設置、共同利用機械の充実など多くの課題がある

なかで、集落内の共同化や生産調整作物（大豆、レンゲ）作付けの円滑化を図るため、

本対策に取り組んだ。

３．取組の内容

農道や水路・農業用水池の草刈り、鳥獣害対策電気柵の点検や生産調整に係る費用等

は当該事業により、農地・水・環境保全向上対策では、水路・農道や電気柵の補修等農

業生産基盤の維持管理に努めている。集落内では、花の植栽による村づくりの伝統を受

け継いで、両対策を活用して、集落内外の水路や道路沿に花や木を植え、景観形成に取

り組んでいる。また、休耕田にレンゲを作付けし、景観形成を図っている。

、 （ ） 、 （ ）また 共同利用機械 営農組合 では 農作業の部分委託や担い手グループ 有志会

、 。による農作業の全面委託など 農業活動の共同化や委託化にも意欲的に取り組んでいる

水路際の草刈り（下草刈り） 道路沿のコスモス植栽



［集落の将来像]
、 、 、○ 当集落の農業は ２種兼業の小規模農業を背景に 土地改良事業による農用地の整備を行うと共に

団地化による集団転作等農用地の高度利用や農業機械の共同利用を進め、集落ぐるみで農業の維持発
展をめざす集落営農に取り組んでいる。今後においても、少子高齢化がますます進むと予想される将
来を見据え、集落を基礎とした営農組織の充実を図るため、定年帰農者等を活かした持続的な集落営
農体制の整備に努める。

［将来像を実現するための活動目標]
① 耕作放棄の防止のため、担い手グループの育成支援と農業機械共同利用組合との連携を強化。
② 水路・農道等は、農業組合、土地改良区を中心に、点検・補修等の維持管理。
③ 景観形成を中心とした集落ぐるみの花づくり活動と連携し、安らぎと潤いのある環境づくりに取り
組む。

④ 稲作の主要３作業における農業機械の共同利用の維持向上を図り、生産活動の向上とコストの軽減
に努める。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動

農地の耕作・管理（34.7ha） 景観作物の作付け（レン
ゲは３～５ha するとと）

個別対応 もに、協定農地の存する
区域内外（生津町内）の
水路・道路に花き等の植

水路・作業道の管理 栽を行い、景観形成に取
・水路9.6km り組む。
年２回：清掃、草刈り

・道路４km 個別対応
年１回：草刈り、簡易補修

共同取組活動

農地法面の定期的な点検
（年１回及び随時）

共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

それぞれの農地が協定農用地となったことで、集落内で協力して農業を守っていこう

とする意識が根付き、共同作業によって、農道・水路・電気柵等の維持管理が適切に行

われるようになった。生産調整作物である大豆の作付けも定着しているが、山手の農地

では、鹿等の獣害を防ぎきれず、更なる獣害対策が必要である。

［平成21年度までの主な成果］
、 、 、 。○ 農地の適切な管理が行われるとともに 農道 水路も共同作業により 機能の維持が図られている

○ 営農組合の共同利用機械（田植え：６ha、稲刈り：３ha、トラクター作業：３ha）
○ 担い手グループ（有志会）による全作業委託：２ha
○ 大豆作付（水張り）面積：３ha、レンゲ：５ha、野菜：0.3ha


